
〈
特
集
「
宗

教
に
お
け
る

『
信
』
の
諸
相
」
１
〉

仏
教
の
視
座
か
ら

信

の

概

念

宗

教

の

分

類

の

一

つ

に

、

「

信

の

宗

教

」

と

「

覚

の

宗

教

」

と

い

う

も

の

が

あ

っ

た

。

一

般

に

キ

リ

ス

ト

教

は

「

信

の

宗

教

」

で

あ

り

、

仏

教

は

「

覚

の

宗

教

」

で

あ

る

と

思

わ

れ

て

い

よ

う

。

し

か

し

、

キ

リ

ス

ト

教

も

、

「

我

も

は

や

生

き

る

に

あ

ら

ず

、

キ

リ

ス

ト

我

に

あ

り

て

生

き

る

な

り

」

に

お

い

て

、

「

覚

の

宗

教

」

の

一

面

が

あ

る

と

い

わ

れ

、

一

方

、

仏

教

の

中

に

も

、

浄
土
真
宗
の
よ
う
に
、
た
だ
信
の
み
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
仏
教
も
あ
る
。
ま

た

、

自

ら

修

行

し

て

悟

り

を

開

き

、

自

己

実

現

を

果

た

す

こ

と

を

基

調

と

す

る

「

覚

の

宗

教

」

と

し

て

の

仏

教

に

お

い

て

も

、

そ

の

覚

の

成

就

の

根

本

に

信

が

不

可

欠

で

あ

る

と

見

て

お

り

、

信

は

き

わ

め

て

重

要

な

も

の

で

あ

る

。

仏
教
に
お
け
る
信
の
原
語
と
し
て
、
シ
ュ
ラ
ッ
ダ
ー
（
Ｓ
ｒ
ａ
ｄ
ｄ
ｈ
ａ
，

ｓ
ａ
ｄ
ｄ
ｈ
ａ
，
　
ｄ
ａ
ｄ
　
ｐ
ａ
,
 
信
）
・
プ
ラ
サ
ー
ダ
（
ｐ
ｒ
ａ
ｓ
ａ
ｄ
ａ
，
　
ｐ
ａ
ｓ
ａ
ｄ
ａ
，
　
ｄ
ａ
ｎ
　
ｂ
ａ
，

竹
　

村
　

牧
　

男

浄

信

）
・

ア

デ

ィ

ム

ク

テ

ィ

（
ａ
ｄ
ｈ
ｉｍ

ｕ
ｋ
ｔ
ｉ
，　
ａ
ｄ
ｈ
ｉｍ

ｕ
ｔ
ｔ
ｉ
，　
m
o
ｓ
　ｐ
ａ
，
信

解

」

な

ど

が

あ

る

。

ア

ビ

ダ

ル

マ

に

お

い

て

は

、

心

王

や

心

所

有

法

（
心

所

）

等

、

心

の

世

界

を

構

成

す

る

さ

ま

ざ

ま

な

法

（
ｄ
ｈ
ａ
ｒ
m
a

ダ

ル

マ
）

を

分

析

し

て

い

る

が

、

そ

の

中

に

、

信

（
ｓ
ｒ
ａ
ｄ
ｄ
ｈ
ａ
）

の

心

所

が

あ

る

。
『
倶

舎

論

』

で

は
、
そ
れ
は
「
心
の
浄
化
で
あ
る
（
ｃ
ｅ
ｔ
ａ
ｓ
ａ
ｈ
　
ｐ
ｒ
ａ
ｓ
ａ
ｄ
ａ
ｈ
）
。
他
の
人
々
は
、

（
四

）

諦

と

（
三

）

宝

と

業

と

果

と

に

対

す

る

信

認

（
ａ
ｂ
ｈ
ｉｓ
ａ
ｍ

ｐ
ｒ
ａ
ｔｙ
ａ
ｙ
ａ
）

で

あ

る

と

い

う

」

と

い

わ

れ

て

い

る

（
プ

ラ

ダ

ン

本

、

五

五

頁

六

～

七

行

）
。

こ

の

他

の

人

々

の

説

は

、
『
唯

識

三

十

頌

安

慧

釈

』

に

も

見

ら

れ

る

。

唯

識

で

も

、

最

終

的

に

は

同

様

の

見

方

を

し

て

い

る

。

も

っ
と

も

詳

し

い

『
成

唯

識

論

』

巻

六

の

信

の

定

義

を

、

こ

こ

に

紹

介

し

て

お

こ

う

。

云

何

な

る

か

信

と

為

る

。

実

と

徳

と

能

と

の

於

に

、

深

く

忍

じ

楽

じ

欲

し

て

、

心

を

浄

な

ら

し

む

る

を

も

っ

て

性

と

爲

す

。

不

信

を

対

治

し

、

善

を

楽

う

を

も

っ
て

業

と

為

す

。

５　１　仏教の視座か ら



然

も

信

の

差

別

な

る

こ

と

、

略

し

て

三

種

あ

り

。

一

に

は

実

有

（
ａ
ｓ
ｔ
ｉｔｖ
ａ
）

を
信

ず

る

。

謂

く

、

諸

法

の

実

の

事

と

理

と

の

中

に

於

て

、

深

く

信

忍

（
ａ
ｂ
ｈ
 ｉｓ
ａ
ｍ
ｐ
ｒ
ａ
ｔｙ
 ａｙ
ａ
）

す

る

が

故

に
。

二

に

は

有

徳

（
ｇ
ｕ
ｎ
ａ
ｖ
ａ
ｔ
ｔｖ
ａ
）

を

信
ず

る

。

三

寶

の

真

浄

の

徳

の

中

に

於
て

、

深

く

信

楽

す

る

が

故

に
。

三

に

は
有

能

（
ｓ
ａ
ｋ
ｙ
ａ
ｔｖ
ａ
）

を

信

ず

る
。

謂

く

、

一

切

の

世

と

出

世
と

の

善

の

於

に
、

深

く

力

有

り

て

能

く

得

し

能

く

成

ぜ

ん

と

信

じ

て

、

希

望
を

起

こ
す

が

故

に

。

斯

れ

に

由

り

て

彼
れ

を

信

ぜ

ざ

り

ぬ

る

心
を

対

治

し

て

、

世

・
出

世

の
善

を

証

し

修

せ

ん

と

愛

楽

（
ａ
ｂ
ｈ
ｉｌａ
ｓ
ａ
）

す

。

忍

と

い
う

は
謂

く

、

勝

解

（
ａ
ｄ
ｈ
ｉｍ
ｕ
ｋ
ｔ
ｉ）
　
＊Ｖ
。

此

れ

即

ち

信

が

因

な

り

。

楽

欲

と

い

う

は
謂

く

、

欲

ぞ

。

即

ち

是

れ

信

が
果

な

り

。

確

に

此

の

信

を
陳

れ

ば

、

自

相

是

れ

何

れ

ぞ
。

豈

に
適

に
言

わ
ず

や

、

心

を

浄

な

ら

し

む

る

を

も

っ
て

性

と

爲

す

、

と

。

此

れ

猶

お
未

だ
彼

の

心

浄

と

い

う

言

を
了

せ

ず

。

若

し

浄

即

ち

心

な

り

と

い

わ
ば

、

応

に

心

所

に

非

ざ

る

べ

し

。

若

し

心

を

浄

な

ら

し

む

と

い

わ
ば

、

慚

等

と

何

ん

ぞ

別

な

る

。

心

と

倶

な

る
浄

法

ぞ

と

い

わ

ば

、

難

と

為

ん

こ
と

亦

だ

然

な

り

。

此

れ

は

性

、

澄

清

に
し

て

能

く

心

等

を

浄

な

ら

し

む

。

心

い

い
勝

れ

た

る

を

以

っ
て

の

故

に

、

心

浄

と

い

う
名

を

立

つ
。

水

清

の

珠

の

能

く
濁

水

を

清

む

る

が

如

し

。

慚

等

は

善

な

り

と

雖

も

、

浄

を

も

っ
て

相

と

為

す

に

非

ず
。

此

れ

は

浄

な

ら

し

む

る
を

も

っ
て

相

と

為

す

。

彼

れ

に
濫

す

る

失
無

し

。
又

た
諸

の

染

法

は

各

々
別

に
相

有

り

。

唯

し

不

信

の
み

有

り

て

、

自

相

原

濁
し

、

復
た
能
く
余
の
心
・
心
所
を
も
渾
濁
す
。
極
め
て
穢
物
の
、
自
も
穢
し
他
を

も
穢
す
が
如
し
。
信
は
正
し
く
彼
れ
に
飜
ぜ
り
、
故

に
浄
を
も

っ
て
相
と
為

す
。
（
新
導
本
『
成
唯
識
論
』
巻
六
、
一
～
二
頁
）

こ
こ
で
は
、
特

に
、
「
実
有

の
信
認
・
三
宝
の
信

楽
・
諸
修
行

の
信
欲
」

と

い
う
、
知
・
情

・
意

の
総
体

に
お
い
て
信
を
分
析
し
て

い
る
。
し

か
も
、

知
は
因

で
、
情

・
意

は
果

と
し
て
、
そ
の
全
体
が
語
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し

そ
の
本
質

は
や

は
り
心

の
浄
化

な
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
『
倶
舎
論
』
を
ひ
き

つ
ぐ
も
の
を
見

る
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
に
信
が
知
的
な
心

の
は
た
ら
き
か
ら
語
ら

れ
て

い
る
こ
と

は
、
特
に

大
乗
仏
教
の
一

つ
の
側
面

を
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
釈
尊
が
在
世

の
頃
は
、
釈
尊
と

の
出
会

い
に
お
い
て
、
す
で

に
情
的

に
打
た
れ
、
信
を
抱

く
こ
と
も
あ
り
え

た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

そ
の
こ
と
が
、
信

の
対
象
と

し
て
し
ば
し
ば
三
宝
が
言

わ
れ

る
こ
と
と
関
連
し
て

い
よ

う
。
し

か
し
大
乗

仏
教
は
、
そ
れ
ま
で

の
伝
統
的

な
仏
教
と
は
異

な
る
教
え

を
広

め
て

い
っ
た
。

そ

の
た

め
、
ま
ず
教
え
を

理
解
し
、
共
鳴
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ

っ

た
。
そ
こ
で
、
教
え

を
了

解
す
る
と

い
う
知
的
な
信
解
か
ら
始

ま
る
と

い
う

こ
と
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
そ
の
教
え
の
内

容
が
、
有
為

法

・
無
為
法

の
世
界

や
、
真
如

・
法

性
で
あ

っ
た
り

す
る
。
『
勝
鬘
経
』
真

子

章
第

一
四

に

は
、
「
如

来

を
信
ず

る

（
ｄａ
ｄ
　ｐ
ａ
）

は
、

是
れ

大
利

益
有

り
」
と
あ

る
が

、
そ
の
実
質

は
、
仏
の
説
法
に
説
か
れ
た
深
い
教
え
を
信
じ

て

謗
ら

な
い
こ

と
で
あ

る
。

参
考
ま
で
に
、
『
大
乗

起
信

論
』

の
信
の
説
明

を
も
あ
げ

て
お
こ
う
。
「
信
心
を
略
説
す

る
に
、
四
種
有

り
。
云

何
が
四

と

為
す
。
一

に
は
、
根
本
を
信
ず
。
謂
う
所

は
、
真
如
の
法
を
楽
念
す
る
が
故



な

り

。

二

に

は
、

仏

に
無

量

の
功

徳

有
り

と

信
ず

。

常

に
念

じ

て

親

近
し

供

養

し

恭
敬

し

、
善

根

を

発

起

し

一
切

智

を

願

求

す

る

が
故

な

り
。

三

に

は

、

法

に

大
利

益

有
り

と

信

ず

。

常

に

念

じ
て

諸

の

波
羅

蜜

を
修

行

す

る

が

故

な

り
。

四

に

は

、
僧

は
能

く

正

し

く
自

利

と

利

他

を

修

行
す

と

信
ず

。

常

に

楽

う

て

諸

の

菩

薩
衆

に
親

近

し

、
如

実

の
行

を

求

学

す

る

が

故

な

り

。
」
（
柏
木

弘

雄
校
註
『
大
乗
起
信
論
』
、
新
国
訳
大
蔵
経
論
集
部

二
、
大
蔵
出
版
、
四
五
九
頁
）

と

も

あ

れ

、
大

乗

仏
教

の

ア

ビ

ダ

ル

マ
に

お

い

て

は

、

信

は

知

・
情

・

意

の

総

体

に

お

い

て
語

ら

れ

て

い

る

の

で

あ

る

。

信

と
行

の
関

係

仏
教
と
い
う
宗
教

は
、
本

来
、

自
ら
修
行
し
て

、
悟
り
の
実
現

を
め
ざ
す

も
の
で

あ
る
。
今
も

見
た
よ

う
に
、
信
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
修
行
を
実

践
し
よ
う
と
進
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
古
来
、
仏
道
と
い
う
も
の

は
、
信
・
行
・
証

と
進
む

も
の
と
さ
れ
て
き

た
。
仏
道
全
体
の
中
で
、
当
然
、

信
は
、
も

っ
と
も
初
心
の
段
階
に
あ

る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

た

と
え
ば
、
『
大
智
度
論
』

に
は
、
「
仏
法
の
大
海

は
、
信
を
も

っ
て
能
入
と

な

し
、
智

を
も

っ
て
能
度

と
な
す
」
（
大
正
二
五
、
六
三
上
）
と
言

わ
れ
る
。
実

際
、
五
根
（
信
・
精
進
・
念
・
定
・
慧
）

の
説

に
お
い
て

は
、
信

は
、
他

の

徳
目
と
と
も
に
、
一
切

の
善
法
を
生
ず
る
本

に
な

る
と

い
う
。
こ
こ
で
信
と

は
、
三
宝
・
四

諦
を
信
じ

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
五
根
が
増
長
し

て
、
五

障
を
治
す
る
勢
力

を
有
す
る
も
の
」
を
、
五
力
と

い
う
。
こ
の

な
か

の
信
力
は
、
「
信
根
増
長
し
て
諸

の
邪
信

を
破
す

る
も
の
」
と

い
う
。
こ

の

五

根

・
五

力

は

、

三
十

七

菩

提
分

法

（
四

念

処

・
四
正

勤

・
四

如

意
足

・
五

根

・
五

力

・

七

覚

支

・

八
正

道

）

の

な

か

に
数

え

ら

れ

る

も

の
で

あ

る
。

こ

う

し

て

、

信

は

、

行

へ

の
最

初

の

段

階

に
あ

る

べ
き

も

の

な

の
で

あ

る
。

信

こ

そ

が

行

の

土

台

と

な

り

、
行

に

よ

っ
て

覚

証

が

得

ら

れ

る

と

い

う

道

筋

は

、

大

乗

仏

教

の

、

信

解
行

地

・

見

道

・
修

道

・
究

竟

道

と

い

う
四

つ

の

階

位

の

説

（
『
摂

大

乗

論

』

三

・
三

等

）

や

、
十

信

・
十

住

・

十

行

・
十

回

向

・
十

地

・
等

覚

・
妙

覚

の

五

十

二

位

の
説

に
も

示

さ

れ

て

い

る

。
十

住

の

初

位

は
、

初

発

心

住

で

あ

り

、

こ

の

菩

提

心

を

お
こ

す

と

い

う

こ

と

、

も

っ

と

詳

し

く

言

え

ば

、

阿

耨

多

羅

三

藐

三

菩

提

心

（
無

上
正

等

覚

心

）

を

お

こ

す

と

い
う

こ

と

か
ら

本

格

的

な

菩

薩

道

が
始

ま

る
が

、

そ

の

前

提

に

、

信

が

成

満

す

る

と

い
う

こ

と

が

必

要

な

の

で

あ

る
。

故

に

「
信

は

こ

れ

道

の
元

、

功

徳

の

母

な

り

、

一

切

諸

の

善

法

を

増

長

し

、

一
切

諸

の

疑

惑

を

除

滅

し

て

、

無
上
道
を
示
現
し
開
発
す
」
（
『
華
厳
経
』
。
大
正
九
、
四
三
三
上
。
道
と
は
菩
提
の

こ
と
）
と

さ
え

い

わ
れ

る

。

や

は
り

信

の

成

就

な

し

に

、

菩

提

は
あ

り

え

な

い
。

信

が
成

満

し

て

、

菩

提

心

を

発

し

て

、

修
行

し

て

、

そ

し

て

悟

り

の

智

慧

を
実

現

し

て

い
く

の
で

あ

る
。

な

お

、

浄

土

教
と

い
え

ど

も

そ

の

最

終

目

標

は

や

は
り

覚

に
あ

る

。

親

鸞

は
、
「
弥

陀

の
本

願

信

ず

べ

し

、

本

願

信

ず

る
ひ

と

は
み

な

、
摂

取

不

捨

の

利

益

に
て

、

無

上
覚

を
ば

さ

と

る

な

り

」

と

歌

っ
て

い

る
（
『
正

像
末
和
讃
』
）
。

仏

教

に

お

い

て

救

わ
れ

る
と

い
う

こ

と

は

、

覚
証

を
果

た
し

て

真

実

の
自

己

を
実

現

す

る

こ

と

な

の
で

あ

る

。

信

は
、

行

の
前

提

と

考
え

ら

れ

る

が

、

こ

の

信
自

体

が

確

立

さ

れ

る

に

は

、

信

の
修

練
が

必

要

に
も

な
ろ

う
。

し

た

が

っ
て

、
信

か
ら

行

へ

で

あ

る

と

同

仏教の視座から
７



時

に
、
信

そ
の
も
の
の
修
行

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
信

の
修
行

が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の

十
信

の
修
行

に
つ
い
て
、
『
織
田
仏
教

大
辞
典
』

に

は
、
次

の
よ
う

に
説

明

さ
れ
て

い
る
。
「
一
に
信
心
。

一
切
の

妄
想
を

滅
尽

し
、
中

道
純
真

な
る
を

い
う
。

二
に
念
心
。

真
信
明
了

に
し
て

一
切
円

通
し
、
幾
多
の
生
死
を
経
る

と
も
現
前

の
習
気

を
遺
忘

せ
ざ

る
を

い
う
。

三
に
精
進
心
。
妙
円

純
真
な
る

精
明
を
以

っ
て
真
浄

に
進
趣
す

る
こ
と
。
四

に
慧
心
。
心
精
現
前
す
れ
ば
純

真
の
智
慧
自
然

に
発
起
す

る
を

い
う
。
五

に
定
心
。

智
明
を
執
持
す

れ
ば
周

遍
寂
湛
、
常

に
心
を

一
境

に
凝
ら
す
な
り
。

六
に
不

退
心
。

定
光
発

明
す
れ

ば
明
性
深
入
し
て
唯
進
む
を
知

っ
て
退
く
な
き
を

い
う
。
七

に
護
法

心
。
心

進
安
然
な
れ
ば
、
一
切
仏
法
を
保
持
し
て
失
わ
ず
、
十
方
如
来
と
気
分
交
渉

す
る
を
い
う
。
八

に
廻
向
心
。
覚
明
保
持
す
れ
ば
能
く
妙
力
を
以

っ
て
、
仏

光
廻
照
を
感
じ
、
又
仏
に
向
か

っ
て
安
住
す
る
を

い
う
。
九

に
戒
心
。
心
光

密
に
廻
す
れ
ば
無
為

に
安
住
し
て
遺
失
な
き
を

い
う
。
十

に
願
心
。
戒
に
住

し
て
自
在
な
る
が
故

に
、
能
く
十
方

に
遊
び
所
作
悉
く
願

に
随
う
を

い
う
。
」

（
九
一
七
頁
。
な
お
、
深
浦
正
文
『
唯
識
学
研
究
』
下
巻
、
六
八
二
～
三
頁
参
照
）
信

ば
か
り
と
は
思
え
な

い
が
、
こ
の
総
体
は
、
そ
の
後

の
修
行

に
対
し
て
は
、

信
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

信

と

覚

と

の

関

係

信
か
ら
行

に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
そ
、
覚
が
あ
る
と
い
う
の
が
仏
教
の

基

本
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
パ
ー
リ
上

座
部
仏
教
で
は
、
信
に
よ
る
解
脱
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
て

い
た
と

い
う
。
「
『
清
浄
道
論
』
で

は
、
聖
道
に
入
る

に
は
、
信
と
定
と

慧
と
の
三

つ
の
入
り
口

が
あ
る
と

い
う
。
第

一
に
信

を

持

っ
て
預
詭
道

に
入
る
者
は

「
随
信
行
」
と
呼
ば
れ
、
慧
を
持

っ
て
預
詭
道

に
入
る
者

は
「
随
法
行
」
で
あ
る
。
随
信
行

の
人
は
預

詭
果

か
ら
阿
羅
漢
果

ま
で

は
「
信
解
脱
」
と
呼
ば
れ
る
。
…
…
」
（
平
川
彰
『
イ
ン
ド
仏
教
史
』
上
、

二
六
四
頁
）。
有
部
で

も
、
「
見
道

に
入

る
に
は
随
信
行
と

随
法

行
と
の
別

が

あ
る
。
鈍
根
は
信
に
よ

っ
て
見
道
に
入
る
の
で
随
信
行
と
い
い
、
利
根
は
法

を
観
じ
て
見
道
に
入
る
の
で
随
法
行

と
い
う
。

…
…
修
道
に
入
れ
ば
、
随
信

行
は
信
解
と
呼
ば
れ
、
随
法
行

は
見
至

と
呼

ば
れ
る
。
…
…
」

と
い
う
（
同

前
、
二
七
〇
頁
）。

こ

の
こ
と
に
関
連
し
て
、
平
川
彰

は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て

い
る
。
「
（
阿

弥
陀

仏
信
仰

の
）
易
行

道
が
可
能

に
な
る
の

は
、
「
信
解

脱
」

に
よ
る
の
で

あ
る
。
「
信
」

は
、

疑
に
対

す
る
も
の
で

あ
る
が
、
信
が
深
ま

れ
ば
、
疑
お

う
と
思

っ
て
も

疑
う
こ
と
が
で
き
な

い
よ
う

に
な
る
。
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ

の
心
の
中
で

、
最

初
に
解
脱

（
自
由
自
在
）

を
得

る
の
は
、
「
信
ず
る
」
と

い
う
心
理
作
用
で
あ

る
。
信
解
脱
に

は
、
は
げ
し
い
修
行
や
、
む
ず

か
し

い

理
解

を
必
要
と

し
な

い
。
そ

の
た
め

に
愚

か
な
人
も
、
す
な
お
な
心

（
柔
軟

心
）

が
あ
れ
ば

、
信

の
道

に
よ
っ
て
解
脱
に
い
た
り
う
る
。
も
ち

ろ
ん
信
解

脱

は
、
そ
れ
で

完
全
な
の
で

は
な

い
。
さ
ら

に
進

ん
で
、
慧
解

脱
・

倶
解

脱

・
心
解
脱

に
進
ん
で

ゆ
く
べ
き
も

の
で
あ

る
。
『
阿
含
経
』
で

は
そ
う
い

う
意

味
で
信
解

脱
が
用

い
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
信
解

脱
の
語

は
、
仏
音

の

『
清
浄
道
論
』

に
用

い
ら
れ
、
な
が

く
行

わ
れ
て

い
た
が
、
有
部
系
統
で

は



信
解

脱
の
語

は
用
い
ら
れ
ず
、
信
勝
解
等
の
語

に
か
え
ら
れ
て
い
る
。
大
乗

仏
教
で
も
、
信
解
脱
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
大
乗
で
は
、

解
脱

と
い
わ
な
い
で
、
信
に
よ

っ
て
不

退
に
い
た
る
と
表
現
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
『
十

住
毘

婆
沙
論
』
に

は
こ
の
点
を

「
或
い
は
勤
行

精
進

あ
り
、
或

い
は
信
方
便
の
易
行
を
も

っ
て
疾
や
か
に
阿

惟
越
致
（
不

退
）
に
至
る
者
あ

り
」
（
大
正
二
六
、
四
一
中
）
と
述

べ
て

い
る
」
と

指
摘
し

て
い

る
（
同
前
、
三

六
九
～
三
七
〇
頁
）
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
の
信
方
便
が
何
で
あ
る
か
は
、
審
ら

か
で

な
い

が
、
『
大
乗

起
信

論
』
で

は
、
信

心
を

確

立
す

る
た

め

の
修

行

（
五
行

＝
六
波
羅

蜜
）
に
は
、
念
仏
の
勝
方
便
が
用

意
さ
れ
て
い
た
。

実
際

、
仏
道

修
行

に
お
い
て
、
ど
の
段
階

に
お
い
て
不

退
の
位
に
入
る
か

は
、
き

わ
め
て

重
要

な
問
題

で
あ
っ
た
。
も

ち
ろ

ん
、
仏
道
の
究
極
は
、
悟

り
の
完
成

に
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と

に
向
か
っ
て
、

も
は
や
退
転
す

る
こ
と

は
あ
り

え
ず

、
し
た
が
っ
て
い
つ
か
必
ず
や
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と

が
で
き

る
段

階
に
入

っ
た
と
す
れ
ば
、
ま
っ
た
く
安
心
の
境
地
に
入
る
こ
と

が
で
き

る
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ど
こ
で
不

退
に
は
い
る
か
も
真
剣
に
議
論

さ
れ

た
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
証
か
行

か
信
か
、
種
々
の
考
え
方
が
あ

っ

た
。
こ

の
こ

と
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、
不
退
に
は
、
唯

識
や
天

台
の
、
信
不

退
・
行
不

退
・
念
不
退

の
三
不

退
説
、
浄
土
教
の
、
三

不
退
と
処
不
退

の
四
不

退
説
、
唯
識
の
、
信
不

退
・
位
不
退
・
証
不

退
・
行

不
退
の
四
不
退

説
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
、
も
っ
と
も
低
い
段
階
で
不
退
に

入
る
の
が
、
信
不
退

で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を

強
調
し
て

説

い
た
の
が
。
『
大

乗
起
信
論
』
で
あ

っ
た
。
『
起
信

論
』

に
は
、
信

成
就
発

心
に
つ
い
て
、
「
謂

う
所
は
、
不
定
聚
の
衆
生
に
依
る
な
り
。
薫
習
と
善
根
と
の
力
有
る
が
故

に
、

業
の
果
報
を
信
じ
て
能
く
十
善
を
起
こ
し
、
生
死

の
苦
を
厭
う
て
無
上

の
菩

提
を
欲
求
し
、
諸
仏

に
値
う
こ
と
を
得
て
、
親
承
し
供
養
し
て
、
信
心
を
修

行
す
。
一
万
劫
を
経
て
、
信
成
就
す
る
が
故

に
、
諸
仏
と
菩
薩
と
が
教
え
て

発
心
せ
し
め
、
或

い
は
大
悲
を
以
て

の
故

に
能
く
自
ら
発
心
し
、
或
い
は
正

法
の
滅
せ
ん
と
欲
す

る
に
因
り
て

護
法

の
因
縁
を
以
て
能
く
自
ら
発
心
す
。

是
の
如
く
信
心
成
就
し
て
発
心
す
る
こ
と

を
得

た
る
者

は
、
正

定
聚
に
入
り

て
、
畢
竟
じ
て
退
せ
ず

（
畢
竟
不
退
）
、
如

来
種
の
中

に
住
し
て
正
因
相
応

す
と
名
づ
く
」
（
前
掲
柏
木
校
註
本
、
四
五
三
頁
）
と
説
か
れ
て

い
る
。

以

上
の
よ
う

に
、
本
来
、
仏
道
は
、
信
・
行
・
証
と
進
む
の
で
あ
る
が
、

信

・
行

に
よ

っ
て
証
が
あ
る
と

い
う
こ
と

は
、
す
で
に
信
・
行
に
な
ん
ら

か

証
が
実
現
し
て

い
る
と
い
う
見
方
も
な
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
つ
ま
り
、
信

の
な

か
に
も
覚

が
含
ま
れ
て

い
る
と
見
ら
れ

る
こ
と

に
な
る

の
で
あ

る
。

『
大
乗
起
信
論
』

に
は
、
始
覚
に
つ
い
て
、
「
覚

に
し
て
不
覚
・
相
似
覚
・
随

分
覚
・
究
竟
覚
」

の
分
類
を
行

う
が
、

そ
の
「
覚

に
し
て
不
覚
」
の
段

階
は
、

十
信
の
位
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
不
覚
と

は
い
え
、
そ
れ

は
上
位
の
覚
に
対

し
て
い
う
も

の
で
、
な
ん
ら
か
覚
の
意
義
が
あ

る
と
認

め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
『
起
信
論
』

特
有
の
、
真
如
薫
習

（
浄
法

薫
習

・
自
体
相
薫
習
等
と

も
い
わ
れ
て

い
る
）
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
信

も
覚
の
一
つ
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ば
か
り

か
、
『
華
厳
経
』

に
は
、
「
初
発
心
時
、
便
成
正

覚
」
の
考
え

が
し
ば
し
ば
説

か
れ
、
こ
こ
か
ら
「
信
満
成
仏
」
の
考
え
方
も
普
及
し

た
。

｜　仏教の視座から
９



た

と

え

ば

、
「

初

発

心

の

時

、

便

ち
正

覚

を

成

ず

。

一

切

法

真

実

の

性

を

知

っ
て

、

慧

身

を

具

足

し

、

他

に

由

っ
て

悟

ら

ず
」
（
「
梵
行
品
」
、
大
正

九
。

四
四
九
下
）
、
「
（

初
発

心

の

）

彼

の

一

念

の

功

徳

は
深

広

に

し

て

辺

際

な

く

、

如

来
分

別

し

て

説

か

ん

に

劫

を

窮

む

る

も

猶

お
尽

さ

ず

」
（
「
賢

首
菩
薩

品
」
、

同
前

、
四
三
三
上
）
、
「

何

を
以

っ
て

の

故

に

。

此

の

初

発

心

の

菩

薩

は

即

ち

こ

れ

仏

な

る
故

に
、

悉

く

三

世

の

諸

の

如

来

と

等

し

、

亦

だ

三

世

の

仏

の

境

界

と

等

し
、

悉

く
三

世

の

仏

の
正

法

と

等

し

、

如

来

の

一

身

無

量

身

、

三

世

の

諸

仏

の
平

等

の
智

慧

を

得

」
（
「
初
発
心
菩
薩
功
徳
品
」
、
同
前

、
四
五
二
下

）
、

等

と

あ

る
。

あ

る

い

は

、
『
十

地

経

論
』

に

は

、
「

信

地

（
信

満

初

住

に
正

覚

を

成
ず
）
菩
薩
と
、
不
可
思
議
諸
仏
法
と
は
、
同
一
縁
起
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

総

別

等

の
六

相

方

便

の
義

を
以

っ
て

す

れ

ば

、
信

地

の
因

も

諸

仏

法

の

果

も

、

因

果

円

満

す

る
」

と

も

あ

る

と

い

う

（
湯
次
了

栄
『
華
厳
五

教
章
講

義
』
、
五

八

九
頁

）
。

信

が

成

就

す

れ

ば

、

単

に
不

退

に
入

る

の

み

で

な

く

、

も

は

や

成

仏

し

た
も

同

然

だ

と

い

う

の

で

あ

る
。
『
華

厳

経
』

で

は
、

一

即

一

切

・

一

切

即

一

を
説

き

、

ま

た
む

し

ろ

果

上

に
因

を

見
て

い

く

の

で

あ

り

、

そ

う

し

た

見

方

か

ら

、
信

成

就

の

時

節

に

お

い
て

、

成

仏

す

る

と

説

く

の

で

あ

る

。

『
華

厳

経
』
「

入
法

界

品

」

の

末

尾

に

は
、
「
此

の
法

を

聞

い

て

歓

喜

し

、

信

じ

て

心

に

疑

う

こ

と

無

き

者

は

、

速

や

か

に

無

上

道

を

成

じ

て

、

諸

の

如

来

と

等

し

か

ら

ん

」
（
大
正

九
、
七

八
八
上

～
中
）

と

の

偈

も

説

か

れ

て

い

る

。

こ

れ

は

、

親

鸞

の

「

如

来

等

同

」

の

思

想

の

根

本

を

な
す

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

思

想

に

お

い

て

、

信

と

証

と

は

一

つ

に

な

っ
た

と

い

え

よ

う

。

浄

土

教

の
信

の
問

題

一
般
に
、
信

か
ら
行

を
経
て
証
に
至
る
の
に
対
し
、
信
と
証
と
が
一
致
し

て
し
ま

っ
た
ら
、
行

は
ど

の
よ

う
な
意
味
を
も
つ
こ
と

に
な

る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
問
題
と

の
関
連
で

、
『
起
信

論
』
で

は
、
信

（
四
信
）

の
完
成
の

た
め
に
、
行

（
五
行
。
も

っ
と
も
、
こ
の
五
行
と

は
、
施
・
戒
・
忍
・
進
・

止
観
で

、
事
実
上
、
六
波
羅
蜜
）
が
あ
る
と
す

る
見
方
を
示
し
て

い
る
（
行

↓
信
）
。
も
ち
ろ
ん
、
『
起
信
論
』
で
は
こ
の
信
の
成
就
の
あ
と
、
さ
ら
に
修

行
し
て

い
く
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
『
起
信
論
』
で

は
信
成
就

の
不

退
を

目
標
と
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
ま
ず
は
そ
こ

に
結
び
つ
く
行
が
も

っ
と
も
重

視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
↓
信
の
仏
道
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
こ
と
と
は
別
に
、
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
で
は
、
や
は
り
（
教
↓
）

行
↓
信
↓
証
と
い
う
特
異
な
仏
道
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合

の
行

と
は
、
法
蔵
菩
薩

の
第
十
七
願
、
「
た
と
い
、
わ
れ

仏
と
な

る
を
え

ん

と
き

、
十
方
世
界
の
無
量
の
諸
仏
、
こ
と
ご
と
く
咨
嗟
し
て
、

わ
が
名
を
称

え
ず
ん
ば
、
正

覚
を
と
ら
じ
」
の
内
容
を
基

に
し
た
も

の
で
あ

る
。
と
い
う

こ
と
は
、
諸
仏
の
称
名
行

に
よ

っ
て

衆
生
に
阿
弥
陀
仏

の
存
在
が
知
ら
さ
れ

る
こ
と
を
意
味
す

る
。

そ
の
諸
仏

の
行

が
、
〈
教
行

信
証
〉

の
行

で
あ
る
。

こ
れ
と
、
『
無
量
寿
経
』
巻
下
冒
頭
の
句
、
「
十
方
恒
沙
の
も
ろ
も
ろ
の
仏
・

如
来
は
、
み

な
と
も

に
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳

の
不
可
思
議
な

る
こ
と
を
讃

歎
し
た
も
う
。
あ
ら
ゆ

る
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
、
信
心
歓
喜
せ
ん
こ

と
、
な
い
し
一
念
も
せ
ん
。
至
心
に
廻
向
し
て
、
か
の
国
に
生
れ
ん
と
願
わ
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ば
、
す

な
わ
ち
往
生
す

る
こ
と

を
え
て

、
不

退
転
に
住
す
れ
ば
な
り
。

た
だ

、

五
逆

と
正
法

を
誹
謗
す

る
も

の
と
を

除
く
」

が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
諸

仏
の

称
名
行

に
よ

っ
て
信
が
も

た
ら
さ
れ
、
た
だ
ち
に
救

い
（
証
）
が
完
成

す
る

こ
と
に
な
る
。

そ
の
信

は
、
聞
名

に
よ

っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
、
「
如

来

よ
り

賜
り
た
る
信
」

で
あ
る
。

そ
れ
は
、
如

来
が

、
因
位

・
果
位
を
通
じ
て
、
一
心
に
衆
生

を
救
お
う
と

い
う
真
実
の
心
が
、
こ

の
私

に
向
け

ら
れ
て
い
る
と
の
気
づ
き

に
も
ほ
か
な

ら
な
い
。
た
と
え
ば
親
鸞

は
、
今
の

『
無
量
寿
経
』

巻
下
冒

頭
の
句
に
対

し
、

『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」

に
「
し
か
る
に

『
経
』
に
「
聞
」
と
い
ふ
は
、
衆
生
、

仏
願

の
生
起
本

末
を
聞
き
て
疑

心
あ
る
こ
と
な
し
、
こ
れ
を
聞

と
い
ふ
な
り
。

「
信

心
」

と
い
ふ
は
、
す

な
は
ち

本
願
力

回
向
の
信
心
な
り

。
「
歓

喜
」

と
い

ふ
は
、
身
心
の
悦
予

を
形
す

の
貌
な
り
。
「
乃

至
」
と

い
ふ

は
、
多
少

を
摂

す
る
の
言
な
り
。
「
一
念
」

と

い
ふ
は
、
信
心

二
心
な
き
が

ゆ
ゑ
に

一
念
と

い
ふ
。
こ
れ
を
一
心
と
名
づ
く
。
一
心
は
す
な
は
ち
清
浄
報
土
の
真
因
な
り
。

金
剛
の
真
心
を
獲
得
す
れ
ば
、
横
に
五
趣

八
難
の
道
を
超
え
、
必
ず
現
生

に

十
種
の
益
を
獲
」
（
真
宗
聖
典
編
纂
委
員
会
『
浄
土
真
宗
聖
典－

註
釈
版
』、
二
五

一
頁
）
と
言

っ
て

い
る
。
こ
こ

の

「
一
念
」

は
、
「
信

心
二

心
な
き

が

ゆ
ゑ

に

一
念

と
い
ふ
」

な
の
で
あ
り
、

い
う
ま

で
も
な
く

そ
れ

は
こ

の
信

心
が

「
す
な
は
ち
本
願
力
回
向
の
信

心
な
り
」

で
あ
る

か
ら

で
あ
る
。
こ

の
信
心

に
つ

い
て
は
、
別

に
、
同

「
信
巻
」

に

「
ま

こ
と

に
知

ん
ぬ
、
至

心

・
信

楽
・
欲
生
、
そ
の
言
異
な
り
と
い
へ
ど
も
、

そ
の
意
こ
れ
一
つ
な
り
。
な

に

を
も

っ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
三
心
す
で
に
疑
蓋
雑

は
る
こ
と
な
し
、
ゆ
ゑ

に
真
実

の
一
心
な
り
。
こ
れ
を
金
剛
の
真
心
と
名
づ
く
。
金
剛
の
真
心
、
こ
れ
を
真

実
の
信
心
と
名

づ
く
。

真
実
の
信

心
は
か
な
ら
ず
名
号

を
具
す
。

名
号
は

か

な
ら
ず
し
も
願
力

の
信
心
を
具
せ
ざ

る
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
論
主

、
建

め
に

「
我
一
心
」
と
の
た
ま
へ
り
」
（
同
前
、
二
四
五
頁
）
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
て

、
親
鸞
に
お
け

る
信
と
は
、
如
来

の
私
に
対

す
る
一
心

を
い
た
だ
く

こ
と
で
あ
り
、
こ
ち
ら
か
ら
起
こ
す
心
で

は
ま

っ
た
く
な
い
の
で

あ
る
。

親
鸞
は
こ
の
信
の
境
地
を
、
次

の
よ
う
に

い
う
。
「
お
ほ

よ
そ
大
信
海

を

案
ず
れ
ば
、
貴
賎
緇
素
を
簡
ば
ず
、
男
女
老
少
を
い
は
ず

、
造
罪

の
多
少

を

問
は
ず
、
修
行

の
久
近
を
論
ぜ
ず

、
行

に
あ
ら
ず
善
に
あ
ら
ず

、
頓
に
あ
ら

ず
漸
に
あ
ら
ず

、
定
に
あ
ら
ず

散
に
あ
ら
ず
、
正

観
に
あ
ら
ず
邪

観
に
あ
ら

ず
、
有
念
に
あ
ら
ず
無
念
に
あ
ら
ず
、
尋
常
に
あ
ら
ず
臨
終

に
あ
ら
ず
、
多

念
に
あ
ら
ず
一
念
に
あ
ら
ず
、
た
だ
こ
れ
不
可
思
議
不

可
称
不
可

説
の
信
楽

な
り
。
た
と
へ
ば
阿
伽
陀
薬
の
よ
く
一
切

の
毒
を
滅
す
る
が
ご
と
し
。
如

来

誓
願

の
薬
は
、
よ

く
智
愚
の

毒
を

滅
す
る

な
り
。
」
（
同
前
「
信
巻
」、
二
四
五

頁
）
こ
う
し
て
な

っ
た
信
の
世
界
は
、
覚
の
世
界
そ

の
も

の
で
あ

る
。
し

か

し
、
こ

の
他
力
の
信

は
、
「
易
往
無
人
の
浄
信
」
（
同
前
「
信
巻
」
、
二
一
一
頁
）

と
も
言

わ
れ
て

い
る
。
易
し
い
よ
う
で
、
実
は
決
定
の
困
難
な
道
な
の
で
あ

ろ
う
。

信

不

信

を
問

わ
な

い
救

い

信
と

い
え
ど
も
徹
底
は
困
難
な
実
情
に
対
し
、
信
・
不
信
を
え
ら
ば
ず
、

念
仏
す
れ
ば
名
号
の
力

に
よ

っ
て
お
の
ず
か
ら
阿
弥
陀
仏
と
一
体
化
し
て

救

｜　仏教の 視座から11



わ
れ

る
と
説

い
た
の
は
、
一
遍
で
あ

っ
た
。
そ
も
そ
も

、
一
遍

の
浄
土
教

は
、

念
仏
札

を
、
信
が
お
こ
ら
な
い
か
ら
と

い
っ
て
受
け
取

っ
て
く
れ
な

い
僧

に

出
会

っ
た
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
問
題
を
ど
の
よ

う
に
乗
り
越
え
る

か
か

ら
出

発
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
の
ち
に
一
遍
は
次
の
よ

う
に
語

っ
て
い
る
。

「
又

云
、
我
法
門
は
熊
野
の
御
夢
想

の
口
伝

な
り
。
年

来
浄
土
の
法
門

を
十

一
年

ま
で
学
せ
し
に
、
惣
じ
て
意
楽
を
習
ひ
失

は
ず
。
然
を
、
熊
野
参
籠
の

と
き

。
御
示

現
に
云
、
「
心
品
の
さ

ば
く
り
あ

る
べ

か
ら
ず
、
此
心

は
よ
き

時
も

あ
し
き

時
も
、
ま
よ
ひ
な
る
ゆ
ゑ
に
、
出
離
の
要
と
は
な
ら
ず
。
南
無

阿
弥
陀

仏
が
往
生
す

る
也
」

と
云
々
。
わ
れ
此
時
よ
り
自
力
の
意
楽
を
ば
す

て

た
り
。
…

…
」
（
『
播
州
法
語
集
』
三
七
、
橘
俊
道
・
梅
谷
繁
樹
『
一
遍
上
人
全

集
』
全
一
巻
、
春
秋
社
、
一
六
四
頁
）

一
遍

は
、
凡

夫
の
心

は
、
ど

の
よ
う
で
あ
れ

、
ま

よ
い
で

あ
る
故

に
頼
り

に
な

ら
な

い
も
の
だ
と

い
う
。
し

た
が

っ
て
、

信
に
よ

っ
て

救
わ
れ

る
と

い

っ
て
も
、
凡

夫
の
心

に
は
信
そ
の
も

の
が

成
り
立
ち
得
な
い
も
の
な
の
だ

と
い
う
。
「
又
云
、

決
定
往

生
の
信

た
た
ず
と
て

、
人
毎

に
な
げ
く

は
、

い

は
れ
な
き
事

な
り
。
凡

夫
の
心

に
は
決

定
な
し

。
決
定
は
名
号

な
り
。
し

か

れ
ば
、

決
定

往
生
の
信

た
た
ず
共
、
口

に
任

せ
て
称

名
せ
ば

往
生
す

べ
き

な

り
。
所
以

に
、

往
生

は
心
品

に
よ
ら
ず

、
名
号

に
よ
り
て
往
生
す

る
な
り
。

…
…
」
（
同
前
、
二
〇
、
一
五
五
～
六
頁
）
凡
夫
の
心
に
、
決
定
は
な
い
の
だ
と
、

明
瞭

に
い
う

の
で
あ

る
。
往
生

は
、
十
劫
の
昔

に
、

名
号
で
決
ま

っ
て

い
る

の
で
あ
り
、

た
と
え
信
が
な
く
と
も
、
そ
れ
を
唱
え

る
と
こ

ろ
に
機
法

一
体

と
な
り
、
阿
弥
陀
仏

に
な
る
の
だ
と

い
う
。

一
遍
の
言
葉
を
、
今
は
一
つ
の

み

紹
介
し
て

お
こ

う
。
「
今
、
他
力
不
思

議
の
名
号

は
、
自
受
用

の
智
也
。

故

に
、

仏
の
自
説

と
い
へ
り
。
随
自
意
と

い
ふ
心
な
り
。
自
受
用
と
云
は
、

水

の
水

を
の
み
、
火
が
火
を

や
き
、
松
は
ま
つ
、
竹
は
た
け
、
其
体
お
の
れ

な
り
に
し
て
生
死
な
し
。
然
に
、
衆
生
、
我
執
の
一
念
に
ま
よ
ひ
し
よ
り
以

来
、
常
没

の
凡
夫

た
り
。
爰

に
、
弥
陀
の
本
願
他
力
の
名
号

に
帰
し
ぬ
れ
ば
、

生
死
な
き
本
分

に
帰
る
な
り
。
是
を
「
努
力
翻
迷
還
本
家
」
と

い
ふ
な
り
。

名
号

に
帰
せ
ざ

る
よ
り
外

は
、
争

か
我
と
本
分
本
家
に
帰

る
べ
き
。
然
に
能

帰
と

い
ふ

は
南
無
な
り
、
十
方
衆
生
な
り
。
是

則
命
濁
中
夭
の
命
な
り
。
然

を
常
住
不
滅
の
無
量
寿
に
帰
し
ぬ
れ
ば
、
我
執
の
迷
情
を
削
て
、
能
帰
所
帰

一
体
に
し
て
、
生
死
本
無
な
る
す
が
た
を
、
六
字
の
南
無
阿
弥
陀
仏
と
成
せ

り
。
か
く
の
ご
と
く
領
解
す
る
を
三
心
の
智
恵
と
云
也
。
其
智
恵
と
い
ふ
は
、

所

詮
、
只

自
力

我
執
の
情
量

を
心
得
失

ふ
な
り
。

さ
れ
ば
念
念
の
称

名
は
、

念
仏
が
念
仏
を
申
な
り
。

然
を
わ
が
よ

く
心
得
、

わ
が
よ
く
念
仏
申
て
往
生

せ
ん
と
お
も
ふ
は
、
自
力

我
執
が
失

せ
ざ
る

な
り
、

往
生
す
べ

か
ら
ず
。
」

（
同
前
、
五
一
、
一
七
三
～
四
頁
）

こ
う
し
た
一
遍

の
、
信
の
有
無
は
救
い
に
関
係
な

い
と
い
う
こ
の
立
場

は
、

あ
る
意
味
で

は
究
極
の
信
で

あ
ろ
う
。

と
も

あ
れ
、
上
述
の
諸
思
想
が
説
か
れ

る
の
も
、
大
乗
仏
教
の
根
底
に
、

常

住
の
大
悲
の
仏
が
い
る
か
ら
で

あ
ろ

う
。

（
た
け
む
ら

・
ま
き

お
、
仏
教
学
、
東
洋
大
学
教
授
）
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